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１ はじめに                    

 

 

  
アンケート調査の全体概要 

１ 実施日時  平成 29年 10月～11月（提出締切：平成 29年 11月 10日） 

２ 対  象  丹後町在住の中学生以上の住民 

３ 配布枚数  4,508枚 

４ 回収枚数  3,145枚（回収率 69.8％） 

５ 回収方法  各町内の隣組長まで提出（その後、市民局で集約） 

６ 調査方法  無記名、選択制（一部自由記述あり） 

７ 調査内容  別添アンケート調査票を参照 

８ 実施主体  丹後町区長連絡協議会、丹後町まちづくり準備会 

 

 

 

宇川地域の調査概要 

 

  配布総数 回収数 未回収 回収率 

上宇川 333 309 24 92.8％ 

下宇川 748 592 156 79.1％ 

合計 1,081 901 180 83.3％ 
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２ アンケート回収状況                    

回収の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート回答者の世帯構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢 男 女 (空白) 総計 独身 一世帯 二世帯 三世帯 四世帯 (空白) 総計 

１０代 10 10 0 20 0 1 13 6 0 0 20 

２０代 14 9 0 23 2 3 12 5 0 1 23 

３０代 24 27 0 51 5 1 28 14 2 1 51 

４０代 53 37 0 90 11 10 54 14 0 1 90 

５０代 70 73 0 143 9 35 81 15 2 1 143 

６０代 109 111 1 221 37 93 67 16 3 5 221 

７０代 79 91 2 172 22 87 36 19 0 8 172 

８０代 42 72 7 121 18 34 48 10 3 8 121 

９０代 8 11 0 19 4 11 2 2 0 0 19 

(空白) 1 3 37 41 0 0 0 0 0 41 41 

総計 410 444 47 901 108 275 341 101 10 66 901 

回収 

83％ 

901枚 

未回収 

17％ 

180枚 
男 

46％ 

410人 

女 

49％ 

444人 

未回答 

5％ 

47人 

独居世帯の内訳 
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３ 丹後町の現状                        

 宇川の人口減少と少子高齢化 住民基本台帳より（平成 30 年 3 月 31 日現在）                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宇川の年代構成（人口ピラミッド） 住民基本台帳より（平成 30 年 3月 31 日現在）                   
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 地区等における高齢化率と年少人口率                            
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４ アンケート結果                 

 (１) 丹後町に住み続けますか？                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年代別分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住み続ける予定   住み続けたいが転出するかもしれない   転出するかもしれないが、いずれ戻ってきたい   

住み続けたくない  わからない 
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 (２) 各世代が思う丹後町に快適に住み続けるにはどうしたらいいのか？       

丹後町で快適に生活するために必要だと思うことについて、年代別に特に多かった意見をまとめま

した。  

全体の意見                         

順位 内容 

1位 インフラ（道路の拡張、整備） 

2位 買い物（買い物の場所の充実、コンビニ、生活用品を買える場所） 

3位 交通（交通の利便性、バスの充実） 

4位 仕事（若い人が働ける場所） 

5位 医療 （医療機関の充実、小児科など） 

 

年代別の意見    

年代 

順位 
１０代～２０代 ３０代～４０代 ５０代～６０代 ７０代以上 

1位 交通 買い物 インフラ インフラ 

2位 買い物 

インフラ 

インフラ 買い物 買い物 

3位 交通 仕事 交通 

4位 仕事 

子育て 

仕事 交通 医療 

5位 医療 医療 仕事 

 

 

 

 

 

  

各年代を通して多かった意見はインフラや買い物で、インフラについては道路整備に関する意見

が多くありました。また、買い物では、コンビニやホームセンター等がほしいという意見が多くあ

りました。 
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41

43

52

55

61

61

81

113

115

123

157

190

258

272

276

330

333

519

その他

特にない

緊急時の相談者がいない

相談相手がいないこと

日常生活のこと

家庭での軽作業

看病や世話をしてくれる人がいない

子育てに関すること

将来の進路（進学・就職）

地区活動や近所づきあいに関すること

跡継ぎがいない

災害時の備えや避難

仕事に関すること

農地・山林の維持管理

買物・通院移動手段

介護に関すること

健康に関すること

有害鳥獣に関すること

 (３) 丹後町のいいところ （複数回答）                              

 

 

 

 (４) 丹後町で不安に感じていること、困っていること （複数回答）            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

15 

49 

49 

61 

85 

144 

189 

252 

323 

330 

474 

688 

教育環境が整っている

その他

子育てがしやすい

高齢者の生きがいがある

道路が整備されていて、車での移動がしやすい

特にない

お祭りや伝統行事が盛んである

農業や漁業、林業ができる

親や親戚が住んでいる

住民のつながりや助け合いがある

治安がよく、安心して住める

食べ物がおいしく新鮮である

海や山、川といった自然が豊かである

豊かな自然と、自然が育む新鮮な食材が魅力だと思っている人が多いことがわかります。地域の

つながりや安心して住める環境も魅力であると感じている人が多くいます。 



10 

 

 (５) 地域活動について                                      

地域づくりには多様な地域活動が欠かせません。そこで、以下ア～チの 17の地域の活動につい

て、重要度や満足度について、調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値化の方法 

アンケートでは各地域活動について、重要度については「重要である、やや重要である、どちら

ともいえない、あまり重要でない、重要でない」、満足度については「満足・充分活動している、や

や満足している、どちらともいえない、やや不満である、不満である・活動が足りない」と、それ

ぞれ 5段階で回答していただきました。 

この結果報告では、以下のように数値化した上で、分析しました。 

 

重要度 重要である 
やや 

重要である 

どちらとも 

いえない 

あまり 

重要でない 
重要でない 

点数 1点 1点 0点 -1点 -1点 

 

満足度 
満足・充分活

動している 

やや 

満足している 

どちらとも 

いえない 

やや 

不満である 

不満である・ 

活動が足りない 

点数 1点 1点 0点 -1点 -1点 

  

調査項目（全１７項目） 
 
ア 草刈り・海岸清掃・河川清掃・植栽活動などの地域内の美化・環境保全活動 

イ 防災・避難訓練・避難所運営訓練など、消防や防災の活動 

ウ 防犯や交通安全に関する活動(登下校の見守り隊を含む) 

エ 秋祭り、市民運動会など、地区住民が集うイベント開催 

オ 地区の伝統文化の継承（三番叟・神楽・太刀振り等など） 

カ 買物・通院・通学など、移動支援活動 

キ 高齢者の見守り、サロン、弁当宅配など、高齢者の生活支援活動 

ク 敬老会など、高齢者対象の行事・イベント開催 

ケ 子ども会など、子ども対象の行事・イベント開催 

コ 乳幼児や学童に対する子育て支援活動 

サ サークル、教室、スポーツなど、生涯学習や健康づくり活動 

シ 農地・山林の荒廃防止、耕作放棄地解消などの活動 

ス 特産品の開発や、販売する活動 

セ 地区外の人を呼び込むための観光や体験などの交流活動 

ソ 空き家紹介や地区案内など、移住希望者の受入活動 

タ 広報誌などによる地域住民向けの広報や情報の共有 

チ インターネットなどを活用した広報や情報発信 
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 (５)－１ 地域活動の重要度                                     

 

 (５)－２ 地域活動の満足度                                        
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354 
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377 
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461 

481 

530 

550 

554 

612 

670 

地区外への情報発信

移住者の受入れ

住民向けの広報

伝統文化の継承

地区外との交流活動

生涯学習など

特産品開発

高齢者対象イベント

秋祭り等イベント

子ども対象イベント

子育て支援

耕作放棄地対策

移動支援

高齢者支援活動

防犯安全

消防防災

環境美化

△ 195

△ 132

△ 102

△ 68

△ 40

12

36

39

40

69

71

124

184

204

218

244

246

耕作放棄地対策

移住者の受入れ

地区外との交流活動

特産品開発

地区外への情報発信

子育て支援

住民向けの広報

生涯学習など

移動支援

子ども対象イベント

高齢者支援活動

伝統文化の継承

高齢者対象イベント

環境美化

秋祭り等イベント

消防防災

防犯安全

満足度が高い

活動が足りている

満足度が低い

活動が足りていない

重要度が高い項目は、

「環境美化」「消防防災」

「防犯安全」「高齢者支

援活動」「移動支援」な

ど、日常生活に密着した

項目になりました。 

「防犯安全」「消防防災」

「秋祭り等イベント」「環

境美化」など地域全体で取

り組んでいる活動に満足

されている方が多いこと

がわかりました。 

一方で、「耕作放棄地対

策」「移住者の受け入れ」

「地区外との交流」「特産

品開発」などの満足度は低

いことがわかりました。 
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181

193

230

273

298

308

323

351

368

437

442

449

459

466

479

490

676

秋祭り等イベント

高齢者対象イベント

伝統文化の継承

地区外への情報発信

住民向けの広報

防犯安全

生涯学習など

子ども対象イベント

消防防災

特産品開発

移住者の受入れ

子育て支援

地区外との交流活動

環境美化

高齢者支援活動

移動支援

耕作放棄地対策

 (５)－３ 地域活動の足りない度合い（不足度）                         

「重要度」から「満足度」を差し引きすると、地域活動が十分に活動されているかを表す「不足

度」を導くことができます。重要だと思っているが十分ではない活動や、逆に重要と思っていて活

動も十分だと感じている活動など、各活動に対する回答者の思いを知ることができます。 

地域活動の不足度（全体） 

  

 

 

 

 

 

 

 

地域活動の不足度（年代別ランキング） 

年代別に表すと各世代で共通して認識している課題、世代ごとに感じている課題などがわかります。 
  年代 

順位 １０代～２０代 ３０代～４０代 ５０代～６０代 ７０代以上 

1位 移動支援 農地荒廃防止 

高齢者支援 

農地荒廃防止 農地荒廃防止 

2位 高齢者支援 高齢者支援 子育て支援 

3位 観光交流活動 子育て支援 

移動支援 

移動支援 美化環境 

観光交流活動 4位 移住定住 子育て支援 

5位 子育て支援 観光交流活動 特産品開発 移住定住 

子どもイベント 6位 美化環境 移住定住 美化環境 

7位 農地荒廃防止 子どもイベント 移住定住 高齢者支援 

特産品開発 8位 消防防災 

伝統継承 

特産品開発 

住民向け広報 

美化環境 

特産品開発 

観光交流活動 

9位 子どもイベント 消防防災 

10位 防犯交通安全 

情報発信 

消防防災 移動支援 

11位 防犯交通安全 生涯学習 

12位 住民イベント 

生涯学習 

生涯学習 生涯学習 住民向け広報 

13位 消防防災 情報発信 防犯交通安全 

14位 高齢者イベント 

子どもイベント 

高齢者イベント 高齢者イベント 住民イベント 

15位 住民向け広報 伝統継承 情報発信 

16位 防犯交通安全 

情報発信 

伝統継承 住民向け広報 伝統継承 

17位 住民イベント 住民イベント 高齢者イベント 

活動が不足 
重要なのに 

満足していない 

活動が十分 
満足度が高い 
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美化環境

消防防災

防犯交通安全

住民イベント

伝統継承

移動支援
高齢者支援

高齢者イベント

子どもイベント

子育て支援

生涯学習

農地荒廃防止

特産品開発

観光交流活動

移住定住

住民向け広報

情報発信

30

35
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55

60

65

70

75

30 35 40 45 50 55 60 65 70

地域活動の重要度・満足度の偏差値分布             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※偏差値分布表の見方 

○A  ○B  

○C  ○D  
 

A …重要度は高いが、活動は不十分である。 

B …重要度は高く、十分な活動が行われている。 

C …重要度は低く、活動は不十分である。 

D …重要度は低いが、十分な活動が行われている。 

 

 

 

重
要
度 

満足度 

重要度 高 

満足度 低 

重要度 低 

満足度 低 

重要度 高 

満足度 高 

重要度 低 

満足度 高 

○A  ○B  

○C  ○D  
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1

2

2

6

11

12

14

16

24

35

36

43

46

52

63

67

102

伝統文化の継承

高齢者対象イベント

住民向けの広報

生涯学習など

秋祭り等イベント

地区外への情報発信

子ども対象イベント

防犯安全

特産品開発

消防防災

子育て支援

地区外との交流活動

高齢者支援活動

環境美化

移住者の受入れ

移動支援

耕作放棄地対策

 (５)－４ 最も優先して取り組む活動                              

最も優先して取り組む活動（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アンケートでは、最も優先して取り組む活動の課題に解決するためにどうのように取り組むべき

か自由記述形式で回答していただきました。この回答については、「自由記述編」の「６ 最も優先

して取り組むべき課題の課題解決について（P29～P53）」に掲載しています。 

最も優先して取り組む活動（年代別ランキング） 

  年代 
順位 １０代～２０代 ３０代～４０代 ５０代～６０代 ７０代以上 

1位 移住定住 移住定住 農地荒廃防止 農地荒廃防止 

2位 移動支援 移動支援 移動支援 移住定住 

3位 
地区外との交流活

動 
子育て支援 美化環境 高齢者支援 

4位 子どもイベント 
美化環境 
消防防災 

移住定住 移動支援 

5位 
移住定住 

農地荒廃防止 

高齢者支援 美化環境 

6位 
農地荒廃防止 
防犯交通安全 

子育て支援 
地区外との交流
活動 

7位  
地区外との交流活
動 

消防防災 

※空白は 369と最もかった 
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 (６) 生活基盤施設（インフラ）について                             

地域生活の基盤となる以下ツ～マの１４の施設（以下、インフラといいます。）について、重要度や満

足度の調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値化の方法 

アンケートでは各施設について、重要度については「重要である、やや重要である、どちらとも

いえない、あまり重要でない、重要でない」、満足度については「満足・充分活動している、やや満

足している、どちらともいえない、やや不満である、不満である・活動が足りない」と、それぞれ

5段階で回答していただきました。 

数値化と分析にあたっては、「11ページ」の「地域活動」と同じ方法で行いました。 

 

重要度 重要である 
やや 

重要である 

どちらとも 

いえない 

あまり 

重要でない 
重要でない 

点数 1点 1点 0点 -1点 -1点 

 

満足度 
満足・充分活

動している 

やや 

満足している 

どちらとも 

いえない 

やや 

不満である 

不満である・ 

活動が足りない 

点数 1点 1点 0点 -1点 -1点 

 

  

調査項目（全１４項目） 
ツ 水道 
テ 下水・浄化槽 
ト 道路整備 
ナ 河川整備 
ニ 農地整備・鳥獣害対策 
ヌ 集会所等公共の場の整備・改築 
ネ 学校など教育施設の整備・拡充 
ノ 観光施設のトイレなどの整備 
ハ インターネット環境の整備 
ヒ 携帯電話基地局整備 
フ ２００円丹海バス・市営デマンドバスの継続 
へ 介護施設の整備 
ホ 賃貸（アパートなど）住宅の整備 
マ 新設住宅の敷地の整備 
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106

128

305

388

400

424

482

554

583

587

611

616

625

647

新設住宅の敷地の整備

賃貸（アパートなど）住宅の整備

インターネット環境の整備

集会所等公共の場の整備・改築

携帯電話基地局整備

学校など教育施設の整備・拡充

観光施設のトイレなどの整備

下水・浄化槽

介護施設の整備

河川整備

水道

農地整備・鳥獣害対策

２００円丹海バス・市営デマンドバスの継続

道路整備

△ 320

△ 196

△ 176

△ 25

△ 16

△ 5

5

11

41

43

52

121

366

438

農地整備・鳥獣害対策

道路整備

河川整備

賃貸（アパートなど）住宅の整備

新設住宅の敷地の整備

介護施設の整備

インターネット環境の整備

観光施設のトイレなどの整備

携帯電話基地局整備

学校など教育施設の整備・拡充

下水・浄化槽

集会所等公共の場の整備・改築

２００円丹海バス・市営デマンドバスの継続

水道

 (６)－１ インフラの重要度                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 (６)－２ インフラの満足度                                     

 

 

  

満足度が低い 

活動が足りていない 

満足度が高い 

活動に満足している 
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122

153

173

259

267

300

359

381

471

502

588

763

843

936

新設住宅の敷地の整備

賃貸（アパートなど）住宅の整備

水道

２００円丹海バス・市営デマンドバスの継続

集会所等公共の場の整備・改築

インターネット環境の整備

携帯電話基地局整備

学校など教育施設の整備・拡充

観光施設のトイレなどの整備

下水・浄化槽

介護施設の整備

河川整備

道路整備

農地整備・鳥獣害対策

 (６)－３ インフラの足りない度合（不足度）                                     

インフラについても「重要度」から「満足度」を差し引き、十分に整備されているかを表す「不

足度」を算出しました。この方法については、「１3ページ」の「５－３ 地域活動の足りない度合

い（不足度）」と同じ方法で行っています。 

インフラの不足度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

インフラの不足度（年代別ランキング） 

年代 

順位 １０代～２０代 ３０代～４０代 ５０代～６０代 ７０代以上 

1位 道路整備 道路整備 農地整備・鳥獣害対策 農地整備・鳥獣害対策 

2位 
観光施設のトイレな

どの整備 

農地整備・鳥獣害対策 道路整備 河川整備 

3位 
携帯電話基地局整備 河川整備 河川整備 道路整備 

4位 
インターネット環境

の整備 

下水・浄化槽 介護施設の整備 介護施設の整備 

5位 
農地整備・鳥獣害対策 介護施設の整備 下水・浄化槽 観光施設のトイレなど

の整備 

6位 
学校など教育施設の

整備・拡充 

インターネット環境

の整備 

観光施設のトイレなど

の整備 

下水・浄化槽 

7位 
介護施設の整備 携帯電話基地局整備 学校など教育施設の整

備・拡充 

学校など教育施設の整

備・拡充 

8位 
河川整備 学校など教育施設の

整備・拡充 

携帯電話基地局整備 ２００円丹海バス・市

営デマンドバスの継続 

9位 
新設住宅の敷地の整

備 

観光施設のトイレな

どの整備 

集会所等公共の場の整

備・改築 

集会所等公共の場の整

備・改築 

10位 
下水・浄化槽 賃貸（アパートなど）

住宅の整備 

２００円丹海バス・市

営デマンドバスの継続 

携帯電話基地局整備 

整備が不足 
重要なのに 

満足していない 

整備が十分 
満足度が高い 
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 (７) 移動について                                               

仕事や通学、買い物等の日常的な移動手段は？  

 

仕事や通学、買い物等の日常的な移動手段（年代別） 

 

自分で運転する車            同居する家族の運転する車     同居ではない丹後町に住む家族の運転する車 

丹後町以外に住む家族の運転する車    家族以外の親戚が運転する車    友人の運転する車 

丹海バス               徒歩・自転車           バイク・原付 

タクシー               市営のデマンドバス（予約制）   ささえ合い交通 

その他 

 

1 

6 

8 

9 

17 

20 

25 

32 

36 

37 

55 

121 

236 

618 

タクシー

その他

支え合い交通

市営のデマンドバス

丹後町以外に住む家族の運転する車

友人の運転する車

同居でない丹後町に住む家族の運転する車

バイク・原付

家族以外の親戚が運転する車

徒歩・自転車

回答なし

丹海バス

同居する家族の運転する車

自分で運転する車

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代

９０代
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 (８) 活動の頻度について (複数回答)                               

仕事や通学、買い物等でどの程度、丹後町以外の地区に行きますか？ 

 

 

丹後町以外の地区に行く頻度（年代別） 

 

 

ほぼ毎日       週に５～６日程度       週に３～４日程度       週に１～２日程度 

月に２～３日程度    月に１日程度         ほとんど行かない       まったく行かない 

 

 

 

45

13

60

96

186

213

79

68

141

回答なし

まったく行かない

ほとんど行かない

月に1日程度

月に2～3日程度

週に1～2日程度

週に3～4日程度

週に5～6日程度

ほぼ毎日

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代

９０代



20 

 

にしがき宇川店

43%

丹後町外

34%

生協などの宅配

13%

にしがき間人店

4%

その他

4%

丹後町の商店

1%

移動販売車

1%

丹後町以外

45%

にしがき宇川店

34%

生協などの宅配

10%

インターネット

4%

その他

3%

にしがき間人店

2%

丹後町の商店

2%

 (９) 経済活動について (複数回答)                                

いつも食料品の買い物をする場所は？ 

 

 

 

 

 

 

 

いつも日用品の買い物をする場所は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの結果から、食料品はにしがき宇川店、日用品は丹後町外で買い物をされる方が多い

ことがわかります。食料品について地域別にみると、上宇川 38％、下宇川 46％と下宇川の方が高

く、年代別にみると特に 70代以上の方の 50％以上の方がにしがき宇川店を利用すると回答してい

ます。 
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ある

52%

ない

48%

0%

9%

33%

60%

67%

65%

53%

42%

32%

68%

42%

100%

91%

67%

40%

33%

35%

47%

58%

68%

32%

58%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代

９０代

男

女

年に数回（数日）

程度

35%

加入していない

26%

月に1日程度

17%

参加していない

12%

週に1日程度

6%

週に2～3日程度

3%

ほぼ毎日

1%

 (10) 自治・地域活動について                                  

地域住民組織や団体への参加について 

 

 

 

 

 

 

地域住民組織や団体の役員をしたことがありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の男女別・年代別分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

半数の方が、なんらかの

団体の役員をしたことが

あることがわかりました。 

また、あると答えた方の

内訳をみると、男性が

68％、女性が 42％とな

り、男性の方が高い割合と

なりました。 

役員をした 

ことがある 

役員をした 
ことがない 
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 (11) これから行なってみたい地域活動、協力できる活動                  

これから行なってみたい地域活動、協力できる活動（全体） 

 

これから行なってみたい地域活動、協力できる活動（年代別ランキング） 

年代 

順位 １０代～２０代 ３０代～４０代 ５０代～６０代 ７０代以上 

1位 

ふるさと祭りなど地区

住民が集うイベント開

催 

草刈りなどの地域内の

美化・環境保全活動 

草刈りなどの地域内の

美化・環境保全活動 

特にない 

2位 防災・避難訓練など消防

や防災の活動 
 

草刈りなどの地域内の

美化・環境保全活動 

ふるさと祭りなど地区

住民が集うイベント開

催 

ふるさと祭りなど地区

住民が集うイベント開

催 

草刈りなどの地域内の

美化・環境保全活動 

3位 

防災・避難訓練など消防

や防災の活動 

防災・避難訓練など消防

や防災の活動 

 

ふるさと祭りなど地区

住民が集うイベント開

催 

4位 防災・避難訓練など消防

や防災の活動 
 

地区の伝統文化の継承 
 
子ども対象の行事・イベ

ント開催 

子ども対象の行事・イベ

ント開催 

特にない 防災・避難訓練など消防

や防災の活動 

5位 

特にない サークルなど生涯学習

や健康づくり活動 

敬老会など高齢者対象

の行事・イベント開催 

6位 
防犯や交通安全に関す

る活動 

防犯や交通安全に関す

る活動 

サークルなど生涯学習

や健康づくり活動 

7位 
特にない 地区の伝統文化の継承 

 

買物等の移動支援活動 地区の伝統文化の継承 

 

188

9

28

30

33

42

43 

56

65

68 

71

75

82

89

90

124

179

217

281

特にない

地域住民向けの広報や情報提供

その他

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを活用した広報や情報発信

乳幼児や学童に対する子育て支援活動

空家紹介など移住希望者の受入活動

特産品の開発や販売活動

地区外の人を呼び込むための交流活動

高齢者の見守り等生活支援活動

農地・山林の荒廃防止、耕作放棄地解消

買物等の移動支援活動

子ども対象の行事・イベント開催

地区の伝統文化の継承

敬老会など高齢者対象の行事・イベント開催

防犯や交通安全に関する活動

サークルなど生涯学習や健康づくり活動

防災・避難訓練など消防や防災の活動

ふるさと祭りなど地区住民が集うイベント開催

草刈りなどの地域内の美化・環境保全活動
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 (12) その他・くらしについて                                    

いざという時に助け合える人や相談できる人はいますか？ 

 

 

体調が悪くなったり病気になったとき、もっともよく行く医療機関は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34 

48 

257 

260 

396 

544 

丹後町内には、ひとりもいない

わからない

同じ地区内の近所の人

丹後町内に住む友人・知人

丹後町内に住む家族・親戚

同居中の家族

宇川診療所

34%

弥栄病院

31%

丹後中央病院

16%

丹後ふるさと病院

6%

与謝の海病院

5%

その他

4%

間人診療所

3%

村田内科医院

1%
久美浜病院

0%

多くの人が助け合える人や相談できる人が町内にいると回答した一方で、丹後町にはひとり

もいないという方もおられました。 

医療機関では、宇川診療所が 34％と最も多く、ついで弥栄病院の 31％、丹後中央病院 16％

となりました。 



 

 

   
           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年８月 

 
丹後町区長連絡協議会 
丹後町まちづくり準備会 


